
「地震・水害」あなたはどこに避難しますか？「避難所」を
想像しませんでしたか？「我が家」は大きな選択肢です。
災害時には心と体に大きな負担がかかります。住む環境まで
変わるとさらに大きな負担になります。我が家が「安全な場所
」になれば、災害時でも自宅で過ごせます。

①「我が家を安全な場所」にする（家具転対策をするなど）

②７日間、我が家で過ごせる準備をする

（例外）「在宅避難」をしないとき

・荒川が氾濫する、氾濫しそうなとき
・自宅に被害があり、住めなくなったとき（火災など）

・水、食糧その他生活用品
・携帯用トイレ
・予備電源その他自分の生活必需品
※「何が必要」と考えて準備する

～我が家が一番！～

災害時には「在宅避難」

出典：墨田区ホームページ
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